
平
成
二
十
九
年
五
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

二

六

九

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
六
九
号

平
成
二
十
九
年
五
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
上
西
小
百
合
君
提
出
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
上
西
小
百
合
君
提
出
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
キ
ャ
リ
ア
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
の
数
は
約
百
十
万
人
か
ら
約
百
四
十
万
人
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
の
数
は
約
百
九
十
万
人

か
ら
約
二
百
三
十
万
人
と
推
計
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
感
染
者
の
う
ち
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
肝
炎
、
肝
硬
変

及
び
肝
が
ん
の
患
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
も
の
は
約
七
万
人
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起

因
す
る
も
の
は
約
三
十
七
万
人
と
推
計
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
対
し
て
、
国
は
、
検
査
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
助
成
の
対

象
と
な
る
検
査
の
項
目
等
を
示
し
た
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
等
の
重
症
化
予
防
推
進
事
業
実
施
要
領
」
（
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日
付
け
健
肝
発
〇
三
三
一
第
一
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
肝
炎
対
策
推
進
室
長
通
知
別
紙
）
に
お
い

て
、
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
、
保
健
所
及
び
医
療
機
関
以
外
の
検
査
会
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
当
該
検
査
も
助
成

の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



ま
た
、
都
道
府
県
等
の
担
当
者
を
集
め
た
会
議
の
場
で
、
御
指
摘
の
「
「
平
成
二
十
三
年
度

肝
炎
検
査
受
検
状
況
実
態

把
握
事
業
」
の
報
告
書
」
の
内
容
を
説
明
し
た
上
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
好
事
例
を
紹
介
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
等
に
対
し
て
、
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
医
療
保
険
の
被
保
険
者
等
に
対
す
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
の
勧
奨
等
の
実
施
を
健
康
保
険
組
合
、
全
国

健
康
保
険
協
会
等
の
医
療
保
険
の
保
険
者
等
に
対
し
て
促
す
た
め
の
都
道
府
県
等
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十
九
年
度

か
ら
国
の
補
助
の
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
指
標
と
し
て
設
定
す
る
」
と
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
肝
硬
変
又
は
肝

り

が
ん
へ
の
移
行
者
を
減
ら
す
こ
と
」
と
い
う
目
標
の
達
成
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
に
肝
が
ん
の
罹
患
率
を
用
い
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、
当
該
罹
患
率
を
で
き
る
だ
け
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
も
っ
て
当
該
目
標
の
達
成
状
況
を
評
価
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
罹
患
率
に
は
、
国
全
体
の
肝
が
ん
の
罹
患
率
の
数
値
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
基
本
指
針
に
お
い
て
、
「
肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
更
な
る
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
従
前
の
調
査
研
究
の
結
果
、
新
た
な
治
療
法
の
開
発
状
況
そ
の
他
の
医
療
の
状
況
、
肝
炎
医
療
費
助

成
や
重
症
化
予
防
事
業
等
の
施
策
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
調
査
研
究
」
と
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
に
よ
る
肝
硬
変
、
肝
が
ん
患
者

に
お
け
る
医
療
費
等
の
実
態
調
査
」
（
以
下
「
本
調
査
研
究
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
本
調
査
研
究
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
等
取
扱
規
程
（
平
成
十
年
厚
生
省
告
示
第
百
三
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
に
「
研

究
者
等
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
研
究
事
業
又
は
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
翌
年
度
の
五
月
三
十
一
日
（
中
略
）
又
は
当
該
事

業
の
終
了
後
六
十
一
日
が
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
事
業
実
績
報
告
書
を
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
九
年
五
月
末
ま
で
に
本
調
査
研
究

の
研
究
班
か
ら
事
業
実
績
報
告
書
の
提
出
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
本
調
査
研
究
は
、
診
療
報
酬
明
細
書
に
記
載
さ

れ
た
情
報
を
利
用
し
て
お
り
、
個
人
情
報
保
護
等
の
観
点
か
ら
の
確
認
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
報
告
書
の
提
出
を

三



受
け
た
後
、
必
要
な
確
認
を
行
っ
た
上
で
、
公
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

四


